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平成 31 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 
 平成 30 年５月 11 日に公表いたしました平成 31 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と、本日公表の当該期

間における実績値において、下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 
 

記 

１．平成 31 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想値と実績値の差異(平成 30 年４月１日～平成 30 年９月 30 日) 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想 （Ａ） 13,000 450 430 300 41 円 74 銭

実 績 値 （Ｂ） 12,206 544 790 479 66 円 72 銭

増  減  額 （Ｂ-Ａ） △793 94 360 179 ― 

増 減 率 （％） △6.1 21.0 83.8 59.8 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 30 年３月期第２四半期）
13,123 951 942 787 109 円 55 銭

 

２．差異の理由 

当第２四半期連結累計期間につきましては、自動車関連部品や電子ペン部品の出荷の伸び悩みに伴い、売上

高は予想を下回りましたが、品質の向上による原価低減や固定費の削減等により、各製造拠点の業績が好調に

推移したことや、為替差益の影響もあり、利益は増加いたしました。 

以上により、連結売上高は、13,000 百万円から 12,206 百万円と 793 百万円(6.1%)の減収となりました。ま

た、営業利益は 450 百万円から 544 百万円(21.0％増)に、経常利益は 430 百万円から 790 百万円(83.8％増)と

当初予想より増益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても、経常利益の増額等によ

り 300 百万円から 479 百万円(59.8％増)となりました。 

なお、平成 31 年３月期通期の連結業績予想は、現時点において、最近の国内外の経済状況の変動を鑑み、平

成 30 年５月 11 日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

当連結累計期間につきましては、第２四半期に引き続き、安定した受注の確保、新規取引先の拡大を進めて

いくとともに、各拠点の固定費の抑制、品質の向上による不良の削減など、低コスト体制を構築してまいりま

す。 
 

(注) 通期連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以  上 


